
2023年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年8月3日

上場会社名 カシオ計算機株式会社 上場取引所 東

コード番号 6952 URL https://www.casio.com/jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長　CEO （氏名） 樫尾　和宏

問合せ先責任者 （役職名） 取締役　常務執行役員　CFO （氏名） 高野　晋 TEL 03-5334-4852

四半期報告書提出予定日 2022年8月12日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 有

（百万円未満四捨五入）

1. 2023年3月期第1四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 61,269 3.2 4,835 △16.9 5,691 △6.5 4,216 △2.0

2022年3月期第1四半期 59,375 48.4 5,821 ― 6,086 ― 4,304 ―

（注）包括利益 2023年3月期第1四半期　　10,411百万円 （147.7％） 2022年3月期第1四半期　　4,203百万円 （234.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第1四半期 17.60 ―

2022年3月期第1四半期 17.74 ―

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第1四半期 340,502 221,652 65.1

2022年3月期 337,275 218,897 64.9

（参考）自己資本 2023年3月期第1四半期 221,652百万円 2022年3月期 218,897百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 22.50 ― 22.50 45.00

2023年3月期 ―

2023年3月期（予想） ― ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

(注)2023年３月期の配当予想額は未定であります。

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 130,000 3.2 10,000 △16.9 9,000 △26.7 6,500 △26.2 27.15

通期 270,000 7.0 27,000 22.7 25,000 12.7 17,500 10.1 73.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） ― 、 除外 ― 社 （社名） ―

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料P.7「会計方針の変更」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期1Q 249,020,914 株 2022年3月期 249,020,914 株

② 期末自己株式数 2023年3月期1Q 9,872,209 株 2022年3月期 8,208,844 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期1Q 239,586,591 株 2022年3月期1Q 242,603,980 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

2.決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報
(1) 経営成績に関する説明

当第１四半期における内外経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は徐々に緩和に向かってい

るものの、半導体をはじめとした部品価格及びエネルギー価格の高騰、また、欧米におけるインフ

レ高進や、中国における主要都市のロックダウンによる経済成長の鈍化など、先行きが不透明な状

況が続いております。

この環境下、当第１四半期連結累計期間の売上高は、時計が３６７億円、コンシューマが２０５

億円、システムが２６億円、その他が１２億円で、前年同期比３．２％増の６１２億円となりまし

た。

時計は「Ｇ－ＳＨＯＣＫ」の『ＧＭ－２１００』が引き続き人気を博しましたが、中国ゼロコロ

ナ政策に伴う需要減の影響などを受け、売上高は微減となりました。

教育は、電子辞書は国内で販売会が中止されるなど継続してコロナ影響を受けましたが、関数電

卓は中南米やＡＳＥＡＮでの対面授業再開に伴う需要の取り込みや欧州での売上拡大があり、増収

となりました。楽器は「Ｓｌｉｍ＆Ｓｍａｒｔ」モデルが引き続き好調の一方、ロシア・東欧向け

販売減の影響などにより、減収となりました。

システムは、主な市場である国内において、コロナ影響による需要減退の影響を受け、減収とな

りました。

営業利益は、時計が５５億円、コンシューマが１８億円、システムが△８億円、その他が１億

円、調整額が△１８億円で４８億円となりました。

また、経常利益は５６億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は４２億円、１株当たり四半期

純利益（ＥＰＳ）は１７円６０銭となりました。

(2) 財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、棚卸資産の増加などにより、前連結会計年度末比３２億

円増加の３，４０５億円となりました。純資産は、前連結会計年度末比２７億円増加の２，２１６億

円となりました。その結果、自己資本比率は前連結会計年度末比０．２ポイント増の６５．１％に上

昇しました。

当グループは今後も引き続き事業資産の効率的運営の徹底を図り、安定的かつ強靭な財務体質の

構築に取り組みます。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点での２０２３年３月期の連結業績予想につきましては、前回予想（２０２２年５月１２日

公表）に対して変更はありません。

当グループは、強い事業（コア事業）においては積極投資による事業領域・規模拡大と収益性の

向上を図る一方で、課題事業の再構築を進めるなど、市場の変化に対して事業への影響を最小限に

留めるべく、中長期の成長戦略に基づき、変化に耐えうる強固な収益基盤の構築を目指してまいり

ます。

（注）業績見通しについて

　 ①為替水準は１ＵＳ＄＝１２０円、１ユーロ＝１３２円を想定しております。

　 ②業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

　 断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

　 があります。実際の業績に影響を与える要素としては、当グループの事業をとりまく経済

　 情勢、対ドルをはじめとする主要為替相場の変動、製品販売価格の大幅な変動などが考え

　 られますが、これらに限られるものではありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記
(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 98,093 91,004

受取手形及び売掛金 27,825 27,891

電子記録債権 1,190 1,232

有価証券 37,000 41,999

製品 44,829 49,676

仕掛品 5,704 6,406

原材料及び貯蔵品 10,284 11,538

その他 6,462 7,180

貸倒引当金 △619 △585

流動資産合計 230,768 236,341

固定資産

有形固定資産

土地 33,046 33,104

その他（純額） 24,339 25,032

有形固定資産合計 57,385 58,136

無形固定資産 9,920 10,376

投資その他の資産

投資有価証券 16,496 12,091

退職給付に係る資産 15,849 16,161

その他 6,885 7,426

貸倒引当金 △28 △29

投資その他の資産合計 39,202 35,649

固定資産合計 106,507 104,161

資産合計 337,275 340,502
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,235 18,588

短期借入金 235 211

1年内返済予定の長期借入金 8,000 8,000

未払法人税等 2,429 3,153

製品保証引当金 720 720

事業構造改善引当金 1,082 1,052

その他 39,965 39,991

流動負債合計 71,666 71,715

固定負債

長期借入金 41,500 41,500

事業構造改善引当金 320 228

退職給付に係る負債 653 665

その他 4,239 4,742

固定負債合計 46,712 47,135

負債合計 118,378 118,850

純資産の部

株主資本

資本金 48,592 48,592

資本剰余金 50,137 50,137

利益剰余金 124,416 123,213

自己株式 △12,263 △14,500

株主資本合計 210,882 207,442

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,626 2,989

為替換算調整勘定 3,705 9,755

退職給付に係る調整累計額 1,684 1,466

その他の包括利益累計額合計 8,015 14,210

純資産合計 218,897 221,652

負債純資産合計 337,275 340,502
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高 59,375 61,269

売上原価 33,292 34,820

売上総利益 26,083 26,449

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 7,765 8,210

その他 12,497 13,404

販売費及び一般管理費合計 20,262 21,614

営業利益 5,821 4,835

営業外収益

受取利息 99 116

為替差益 173 809

その他 107 55

営業外収益合計 379 980

営業外費用

支払利息 52 60

その他 62 64

営業外費用合計 114 124

経常利益 6,086 5,691

特別利益

固定資産売却益 2 ―

特別利益合計 2 ―

特別損失

固定資産除却損 6 6

特別損失合計 6 6

税金等調整前四半期純利益 6,082 5,685

法人税等 1,778 1,469

四半期純利益 4,304 4,216

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,304 4,216
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 4,304 4,216

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △363 363

為替換算調整勘定 461 6,050

退職給付に係る調整額 △199 △218

その他の包括利益合計 △101 6,195

四半期包括利益 4,203 10,411

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,203 10,411

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年２月21日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、当第１四半

期連結累計期間において自己株式が2,237百万円増加しております。

（会計方針の変更）

（ASU第2016-02号「リース」の適用）

米国会計基準を適用している在外連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より、ASU第2016-02号「リース」

を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを貸借対照表に資産及び負債とし

て計上することとしました。当該会計基準の適用にあたっては、経過的な取扱いに従っており、会計方針の変更に

よる累積的影響額を適用開始日に認識する方法を採用しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間末の有形固定資産の「その他（純額）」が470百万円、流動負債の「その

他」が119百万円及び固定負債の「その他」が356百万円増加しております。当第１四半期連結累計期間の損益に与

える影響は軽微であります。
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２時計 コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 36,987 18,224 2,967 1,197 59,375 ― 59,375

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

― 0 9 1,785 1,794 △1,794 ―

計 36,987 18,224 2,976 2,982 61,169 △1,794 59,375

セグメント利益
又は損失（△）

7,338 1,406 △751 69 8,062 △2,241 5,821

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,241百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△2,241百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２時計 コンシューマ システム その他 合計

売上高

　(1) 外部顧客への売上高 36,779 20,553 2,695 1,242 61,269 ― 61,269

　(2) セグメント間の内部
　 売上高

― ― 6 1,346 1,352 △1,352 ―

計 36,779 20,553 2,701 2,588 62,621 △1,352 61,269

セグメント利益
又は損失（△）

5,563 1,840 △813 108 6,698 △1,863 4,835

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,863百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用△1,863百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社管理部

門に係る費用並びに基礎研究に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


